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はじめに 

 

• 本調査の目的は，京都市にふさわしい公共交通ネットワーク実現のため，ＬＲＴ等

の新しい公共交通システムの導入に係る技術面や導入のあり方などについての検

討である。 

 

• 京都市の今後の方向性を示した「京都市基本計画」（以下，「基本計画」という）において

は，「環境共生型都市・京都」や「歩くまち・京都」などの理念が掲げられ，そのための施

策として，新しい公共交通のあり方の検討が挙げられている。 

• また，この下位計画である「京都市都市計画マスタープラン」（以下，「都市計画マスター

プラン」という）や「「歩くまち・京都」交通まちづくりプラン」（京都市ＴＤＭ施策総合

計画）（以下，「交通まちづくりプラン」という）の中にも，新しい公共交通システムの導

入の検討が位置づけられている。 

• 京都市においては，都心地域における交通渋滞，観光シーズンにおける交通問題，鉄道駅間

もしくは鉄道駅とバス停間のアクセスの悪さなどの公共交通ネットワークの連携不足など，

多くの交通政策上の問題を抱えている。その中で，「基本計画」に示された今後のまちづく

りの方向性に基づき，ひとと環境にやさしい公共交通ネットワークの構築が求められている。 

• 本調査は，京都市にふさわしい公共交通ネットワーク実現のため，ＬＲＴ等の新しい公共交

通システムの導入に係る技術面や導入のあり方などについて検討することを目的とする。 

• なお，この調査を進めるに当たっては，より具体的に課題を抽出するため，観光客の移動支

援や交通拠点間の連絡強化などの観点から７路線を設定し，各路線について，一定の前提条

件の下，自動車交通など他の交通手段や沿線住民に与える影響を分析するとともに，需要予

測や整備費用及び採算性などの検討を行う。 
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１ 新しい公共交通システムの導入検討の背景 

(1) 上位計画からの整理及び市民などの動き 

• 「基本計画」及びそれを受けて策定されている「都市計画マスタープラン」「交通まちづく

りプラン」の中に，ＬＲＴ等の新しい公共交通システムの導入の検討が盛り込まれている。 

• また，市民や経済界などにおいて，ＬＲＴ導入に向けた動きが活発化している。 
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歩いて楽しい 
まちをつくる 

• 観光地や商店街の
活性化 

• 公共交通輸送サー
ビスの充実 

• 公共交通のバリア
フリー化・低公害
化の推進 

• 歩くまちをつくる
新しい交通政策
の推進 

環境への負担の少な
い持続可能なまちをつ
くる 
• 環境にやさしい交
通体系づくり 

魅力ある観光を 
創造する

• 安全で快適な観光が
できる環境づくり 

個性と魅力ある 
まちづくり 

• 職住共存地区の整備
促進 

• 駅周辺のにぎわいと
潤いを創出するまち
づくり 

• 身近な都市空間を重
視した都市計画の推
進 

多様な都市活動を 
支える交通基盤づくり 
• 歩くまちをめざした
交通網の整備 

• 公共交通輸送サービ
スの充実 

• 新しい交通政策のあ
り方の検討 

京都市基本計画 

軽量軌道公共交通機関（LRT）等の新しい公共交通のあり方の検討 
• 従来の路面電車を低床型にするなど車両や走行環境などの質を向上させ，ひとや環境にやさしく経済性にも優れた公共交通システ
ムといわれている軽量軌道公共交通機関（LRT）等の新しい公共交通のあり方について検討 

だれもが安心してくらせるまち 市民のくらしとまちを支える基盤づくり 活力あふれるまち 

歩く＆自転車に乗る 
 快適な歩行者空間の形成と自転車
利用環境の整備 

• トランジットモールの導入
など 

「歩くまち・京都」交通まちづくりプラン 

車から乗り換える 
 自動車交通から公共交通への転換 

• ＬＲＴ等の新しい公共交通シ
ステムの導入 

 など

車の利用を控える 
 自動車利用の抑制 

• ノーカーデーの実施 
など

観光地の車を減らす 
 観光地の交通対策 

• 観光パーク・アンド・ライドの
導入 など 

車を分散する 
 需要の空間的・時間的平準化 

• 公共交通ネットワークの充実を図るため，ＬＲＴなどの新しい公共交通システムについて，道路も含めた京都市内
の交通のネットワークの形成を念頭におきながら,その導入について検討する。 

近畿圏における望ましい交通のあり方 （近畿地方交通審議会答申第８号） 

・ ＬＲＴ（Light Rail Transit）は，地域内を移動するに当たり，快適性，利便性に優れ，誰もが利用しやすい交通手段である。公共交通機関の充実と自動車交通の抑制を一体的に推進し，
環境に配慮したまちづくりに資すること，高速鉄道と比較して建設コストが低廉であることなどから，関係地方自治体などにおいて，その導入の可能性などにつき積極的に検討が進められ
ている。 

・ 堺市，滋賀県南部地域，京都市，神戸市，尼崎市において，LRT の導入の可能性につき検討を進める。 

京都市において対象とする TDM 施策 

京都市都市計画マスタープラン 

持続可能な都市活動を支える
基盤の整った都市をつくる 

• 多様な都市活動の基盤となる交通
ネットワークの形成を図る 
・総合的な都市体系の構築 
・公共交通体系の充実 

自然豊かで環境負荷の少ない 
循環型の都市をつくる 

• 自動車交通量の抑制を図る 
・ＴＤＭ施策―総合的な交通需要
管理施策の推進 
・環境負荷の小さい公共交通の利
用促進 

歩いて楽しい魅力的な 
京都のまちをつくる 

• ユニバーサルデザインのまちづくりを進める 
• 歩いて楽しい魅力空間の形成を図る 
• 歩いて楽しい市街地の交通システムづくりを
進める 

・歩くまちの特性に応じた公共交通体
系の充実 
・観光地へのアクセス確保の交通シス
テムづくり 

都市の基盤をつくる 魅力的な京都のまちをつくる 

• 歩いて楽しいまちの実現と
環境負荷の軽減，公共交通
の優先を基本コンセプトと
して，市民の多様な都市活
動を支え，広域・地域の交
流を生み出す総合的な交通
体系の構築を進める 

• 便利で利用しやすい公共交
通ネットワークを形成し，
自家用車から公共交通機関
への利用転換を促進する 

• 歩いて楽しい市街
地を支える鉄道，
バスなどの公共交
通の充実を図ると
ともに，安全性，
快適性，定時性，
環境負荷などを考
慮に入れて，公共
交通システムを検
討する 

• 歩いて楽しい
観光地へのア
クセスや観光
地を相互につ
なぐ，安全で快
適な交通体系
の形成を図る 
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(2) 京都市の現状と交通に関する問題点 

• 現在，京都市では，高齢社会の進展や自動車への依存による社会経済の変化，公共交通分担率の減

少及び自動車の旅行速度の低下などの交通状況の変化が生じている。 

• こうしたなか，公共交通ネットワークの連携不足や都心地域における交通渋滞，観光シーズンにお

ける交通問題など，多くの交通政策上の問題を抱えている。 

 京都市の現状 

社会経済の変化 

高齢社会の進展 
• 高齢化率は，京都市で 17.4％，京都市都心 4区で 22.5％(H12)と高い割合を占めている。 

自動車への依存 
• 自動車の保有台数は乗用車を中心に増加傾向にある。 
• 女性や高齢者の運転免許保有率が高くなっている。 

観光地・観光シーズンにおける交通問題 
• 駐車場の待ち行列の影響による渋滞が多く発生している。 
• 観光地を結ぶバスによっては，積み残しが多く発生するほか，車内混雑により快適性が低下して
いる。 

• 観光客が不満に感じる点として，交通渋滞などの交通問題が挙げられている。 

都心地域を中心とした慢性的な交通渋滞 
• マイカーが都心地域に流入することにより，交通渋滞が慢性化している。 
• 客待ちタクシーや違法駐車の影響による道路交通容量の低下が顕著である。 
• 多頻度・多種類の荷捌き車両の停駐車による道路交通容量の低下が顕著である。 
• 四条通や河原町通では，歩行者数が多い。 

公共交通ネットワークの連携不足 
• 各鉄道事業者が異なるターミナルを持っており，同一ターミナルで乗車可能な駅が京都駅，烏丸駅など限られ
ているため，鉄道事業者間の結節が比較的弱い。 

• 鉄道とバスとの乗り換えに関し，歩行距離が長い，乗り場が分かりにくいなど利便性が低い。 
• 中心市街地の鉄道のほとんどは，地下化していることから，上下移動が多く，バリアフリーに対応した施設整
備が必要である。 

京都市における交通に関する問題点 

環境対策の推進 

環境への取組 
• 平成9年12月に地球温暖化防止会議が京都で開催された。 
• 京都市地球温暖化対策地域推進計画において，京都市域における二酸化炭素排出量を，平成22 年までに平成
２年レベルの90％に抑制することを目標に掲げている。 

• 平成17 年4月1 日に京都市地球温暖化対策条例が施行された。 

環境問題の深刻化 
• 地球温暖化，オゾン層破壊など，地球環境問題が深刻化している。 

観光の動向 

観光客数 年間 4,500 万人 
• 平成 16 年では過去最高の年間約 4,554 万人が訪れている。 

観光目的での乗用車の流入 
• 観光客の入洛の交通手段構成比をみると，乗用車，バスといった道路交通による来訪が全体の約
4割を占めている。 

 

観光客は道路・交通に強い不満 
• 観光客は，自然・風景・雰囲気などには好感を持っている反面，道路・交通には強い不満を持っ
ている。 

秋の観光期における市バスの待ち行列 
（京都駅前） 

交通状況の変化 

公共交通分担率の減少 
• 自家用車の分担率が増加するのに反比例し，公共交通機関の分担率は低下している。 

自動車の旅行速度の低下 
• 自動車保有台数の増加に伴い，旅行速度は 20km/h に低下している。 

交通バリアフリー化の要請 
• 公共交通機関などのバリアフリー化を推進するため，交通バリアフリー法（高齢者，身体障害者
などの公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律）が平成 12 年に施行された。 

歩行者交通量が多大 
• 都心地域の幹線道路における歩行者交通量密度が他都市と比べて大きい。 

  
歩行者交通量（１時間）

6,000～8,000 人 

自動車交通量（１時間）
700～800 台 

（1,400～1,600 人※） 

※写真中の自動車交通による通過人数は，自動車 1 台当たり 2
人乗車として算出。 
ただし，バス，タクシーは含まない。 

歩行者交通量（ピーク時１時間） 
6,000～8,000 人 

自動車交通量（ピーク時１時間） 
700～800台 

（1,400～1,600 人※） 

※写真中の自動車交通による通過人数は，自動車１台 
当たり２人乗車として算出。 
ただし，バス，タクシーは含まない。 
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(3)  京都市における公共輸送機関に対する社会的情勢の変化 

• 路面電車が廃止された昭和53年当時は，自動車交通の急増により交通環境が変化したこと，

維持費や人件費の高騰により財政が悪化したこと，地下鉄とバスを中心とした都市交通体系

が政策として位置づけられたことが，時代背景としてあった。 

• しかしながら，近年の公共交通を取り巻く環境は，自動車に過度に依存しない市民生活への

転換の促進や地球環境に対する意識の高まりの一方で，技術的進歩による車両の性能向上が

見られるなど，路面電車廃止時とは大きく変化してきている。 

(4) 京都市において新しい公共交通システムの導入を検討する意義と必要性 

• 京都市における大量輸送型公共交通機関である鉄道は，鉄道事業者ごとに異なるターミナル

を持っていることから，鉄道間の結節が弱く，市内における鉄道による移動が難しい。 

• 市内の主たる公共交通機関であるバスは，ピーク時における輸送力に限界があるとともに，

道路混雑による定時性の悪化及び利便性の低下が，しばしば問題となっている。 

• このため，京都市においては，「交通まちづくりプラン」に基づく，総合的な交通政策を進

める中で，輸送力や経済性などを考慮した適切な輸送手段が求められており，下図のように

鉄道・地下鉄とバスの中間の機能を有する中量輸送型の新しい公共交通システム導入の検討

が必要である。 

 

 

 

新しい公共交通システム 
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